
二
〇
一
六
年
度 

道
教
組
女
性
部
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
！ 

 

今年度の運動方針と合言葉 

♪ 

第
一
号 

二
〇
一
六
年
五
月
発
行 

道
教
組
女
性
部
（
文
責
：
遠
藤
美
由
樹
） 

 

♪ ♬♪ ♫♪ ♬♪ ♫♪ ♬♪ ♫♪ ♬♪ ♫♪ ♬ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

五
月
二
十
一
日
（
土
）、
札
幌
市
北
区
民
セ

ン
タ
ー
に
て
今
年
度
の
女
性
部
総
会
を
開
き

ま
し
た
。 

 

九
単
組
よ
り
参
加
者
が
あ
り
、
昨
年
度
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
と
、
本
年
度
の
活
動
方
針
や

活
動
計
画
に
つ
い
て
活
発
な
話
し
合
い
が
で

き
ま
し
た
。
ご
参
加
い
た
だ
い
た
皆
様
、
ご
多

用
の
中
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
☆ 

一
．
昨
年
度
の
取
り
組
み
よ
り 

①
各
種
会
議
・
交
流
会
よ
り 

・
東
北
・
北
海
道
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
に
は
常
任
の

二
名
が
参
加
。
パ
ワ
フ
ル
な
東
北
の
先
生
た

ち
に
元
気
と
勇
気
を
も
ら
う
と
共
に
、
い
ま

だ
残
る
震
災
後
の
課
題
を
知
っ
た
。 

・
全
道
教
職
員
交
流
会
に
は
、
五
名
参
加
し
、

高
教
組
の
先
生
方
と
学
び
、
交
流
す
る
こ
と

が
で
き
た
。
午
前
中
の
講
演
で
は
、
清
末
先

生
か
ら
ア
フ
ガ
ン
の
女
性
た
ち
と
日
本
と

の
関
連
等
の
話
を
聞
い
た
。 

 

女
性
の
権
利
や
平
和
に
つ
い
て
考
え
る
機 

 

会
と
な
っ
た
。
午
後
の
分
科
会
で
は
、
道
教

組
は
第
二
分
科
会
を
担
当
。
布
シ
ー
ル
や
ぽ

ち
袋
な
ど
を
作
り
な
が
ら
、
和
や
か
な
雰
囲

気
の
中
交
流
す
る
こ
と
が
で
き
た
。 

・
長
野
で
行
わ
れ
た
全
国
女
性
教
職
員
交
流

会
に
は
釧
路
か
ら
二
名
参
加
。
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
で
の
太
鼓
と
女
性
部
長
の
挨
拶
で
の
感

動
や
、
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
監
督
の
坂

田
さ
ん
の
講
演
か
ら
感
じ
た
こ
と
な
ど
、
参

加
さ
れ
た
佐
藤
先
生
が
文
書
で
報
告
し
て

く
だ
さ
っ
た
。 

・
東
京
で
行
わ
れ
た
全
国
女
性
部
委
員
会
と

総
会
は
部
長
が
参
加
。
日
本
全
国
の
女
性
教

職
員
の
皆
さ
ん
と
情
報
交
流
を
し
、
学
ぶ
こ

と
が
で
き
た
。 

②
二
〇
一
五
女
性
の
健
康
と
生
活
に
関
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
よ
り 

・
健
康
に
不
安
を
抱
え
て
い
る
に
も
関
わ
ら

ず
、
十
分
な
休
養
を
と
れ
て
い
な
い
と
感
じ 

 

て
い
る
女
性
教
職
員
が
多
い
。 

・
多
忙
の
要
因
と
し
て
、
「
会
議
・
打
ち
合
わ

せ
」「
報
告
物
・
調
査
物
」
「
分
掌
の
仕
事
」

と
考
え
る
人
の
割
合
が
高
か
っ
た
。 

・
セ
ク
ハ
ラ
、
パ
ワ
ハ
ラ
が
あ
っ
た
と
回
答
し

た
女
性
教
職
員
は
三
名
。 

・
自
由
記
述
に
は
各
種
休
暇
の
拡
大
や
改
善

を
望
む
声
、
多
忙
化
や
職
場
の
人
間
関
係
に

悩
む
声
、
健
康
面
で
の
不
安
や
ス
ト
レ
ス
に

つ
い
て
嘆
く
声
な
ど
多
数
あ
が
る
。 

→
要
求
運
動
に
つ
な
げ
る
必
要
を
確
認 

二
．
今
年
度
の
運
動
方
針
と
取
り
組
み 

①
運
動
方
針 

・
三
つ
の
運
動
方
針
と
合
言
葉
を
を
確
認
（
下

部
に
掲
載
） 

②
各
種
交
流
会
と
会
議
の
計
画 

・
日
程
、
場
所
、
参
加
期
待
数
な
ど
を
紹
介
（
二

ペ
ー
ジ
目
参
照
） 

③
要
求
書
に
つ
い
て 

・
ア
ン
ケ
ー
ト
を
受
け
て
、
原
案
を
討
議
。 

・
常
任
委
員
会
で
完
成
→
本
部
と
道
教
委
へ
。 

①全道の組合員の結びつきを深め、女性教職員の生活と権利を守り、健康でいき

いき働き続けるための要求実現に取り組む。 

②憲法改悪を阻止し、平和と民主主義を守るための各種活動に積極的に参加し、

行動する。 

③全道・全国の多くの女性労働者と連帯し、女性の地位向上のための運動に取り

組む。 

☆合言葉 

「集まれば元気・語り合えば勇気・仲間が増えれば力・しなやかに、したたかに」 

不安なことも多いけれど… 
女性部総会に先立ち、道教組執行副委

員長の新保先生より挨拶と教育をとり

まく情勢についてお話をしていただき

ました。多忙化、修学旅行引率教員の負

担、部活について、そして本年度より始

まった人事評価制度の問題点 etc…暗く

なってしまう話題も多いですが、そんな

中明るい話題も。「全道・全国で組合に加

入する先生が増えている」そうです！ 



女性部総会参加者でハイ、チーズ♪ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

<２０１６年度活動計画> 

  ５月２１日    ２０１６年度道教組女性部総会・常任委員会（札幌：今回終了） 

  ７月３０～３１日 全国女性部東北・北海道ブロック会議（東北）…部長+１名 

  ９月 ３日    全道女性教職員交流会・第 2 回常任委員会 

                      …各組織１名以上 物作り分科会担当 

                 第２回常任委員会：要求書内容検討など 

 １０月８～ ９日  全国女性教職員交流会（島根）…２名（希望者） 

                                  ☆別紙参照 

  １月 ９日    全国女性部委員会（東京） …部長 

  ３月１１～１２日 道教組第 29 回定期大会・専門部長会議（札幌）…部長 

  ４月 ８～ ９日 全日本教職員組合女性部第 26 回総会…１名 

   

☆８月の東北・北海道ブロック会議と、１０月の全国女性教職員交流会の参加希望者は、今学 

 期中に各単組の部長を通じてお知らせください。希望者が多い場合は、常任委員で協議の上、

なるべくこれまで参加経験のない方を優先させていただきたいと思います。 

いただきたいと思います。 

常任委員決定いたしました！よろしくお願いします。 

●部長…遠藤美由樹（檜山） ●副部長…山本佳奈子（宗谷） 

●常任委員…吉田圭子（札幌）、山口政世（釧路）、渋谷美和子（胆振） 

 <次年度以降の部長ローテーション>  

    宗谷⇒釧路⇒渡島２年⇒檜山２年⇒宗谷２年⇒釧路２年⇒檜山… 

    今年度は檜山２年目※任期：５月総会後から 2 年間。次年度の総会の準備をし

て引き継ぐ。渡島は人数が少ないのでローテーションには入れないが、今後経

過を見て毎年ローテーション等を確認する。 



全
道
各
地
の
よ
う
す
・
取
り
組
み
（
各
単
組
よ
り
） 

 

 

昨年度に引き続き、部長をさせていただくこ

とになった遠藤です。昨年度は何もできないま

まだったので、今年度は少しでも皆さんが笑顔

と元気になれる運動ができたらと思います。 

できることしかできませんが、皆さ 

んのお力を借りながらがんばります。 

どうぞよろしくお願いいたします！ 

      女性部長 遠藤美由樹 

宗
谷 

・
五
月
二
十
一
日
（
同
日
）
宗
谷
で
も
女
性
部

総
会
を
開
催
。
支
部
の
活
動
は
な
か
な
か
で

き
な
い
が
、
集
ま
る
機
会
を
大
切
に
し
て
こ

れ
か
ら
も
「
つ
な
が
っ
て
」
い
き
た
い
。 

・
女
性
部
情
報
「
わ
か
ば
」
を
五
号
発
行
。
第

四
号
に
は
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
と
そ
こ
か

ら
見
え
て
き
た
も
の
を
掲
載
。 

釧
路 

・
多
忙
化
の
原
因
を
探
り
解
決
策
を
考
え
る

学
習
会
、
食
べ
な
が
ら
大
い
に
語
り
合
う
お

食
事
会
、
運
動
で
す
っ
き
り
ヨ
ガ
体
験
、
布

シ
ー
ル
を
使
っ
た
勤
労
感
謝
カ
ー
ド
作
り

な
ど
活
動
。
三
月
五
日
に
は
総
会
を
行
っ
て

取
り
組
み
と
、
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
の
総
括
を

行
っ
た
。 

・
女
性
部
通
信
「
み
ず
な
ら
」
は
６
号
発
行
。

交
流
会
の
案
内
や
活
動
の
内
容
を
知
ら
せ

て
き
た
。 

空
知 

・
人
数
が
少
な
い
の
で
女
性
部
単
独
で
は
な

か 

な
か
活
動
し
に
く
い
が
、
他
の
専
門
部
や
支

会
全
体
、
ま
た
高
教
組
と
連
携
し
て
一
緒
に

学
習
会
や
交
流
会
を
行
っ
て
い
る
。 

・
メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
で
つ
な
が
っ
て
お
り
、 

 

普
段
会
う
機
会
が
少
な
い
北
空
知
と
南
空

知
が
お
互
い
の
動
き
を
知
る
こ
と
が
で
き

て
い
る
。 

胆
振 

・
東
と
西
に
範
囲
も
広
い
た
め
、
な
か
な
か
女

性
部
単
独
で
の
活
動
は
で
き
て
い
な
い
。
し

か
し
、
組
合
や
関
係
団
体
の
会
議
や
学
習

会
・
交
流
会
で
顔
を
合
わ
せ
た
と
き
に
は
交

流
を
図
っ
て
い
る
。 

・
組
合
に
関
係
な
く
職
場
で
も
「
女
性
教
職
員

同
士
の
「
つ
な
が
り
」
と
「
や
わ
ら
か
さ
」

を
大
切
に
し
て
い
き
た
い
。 

日
高 

・
人
数
は
少
な
い
が
月
に
一
回
の
ペ
ー
ス
で

集
ま
っ
て
い
る
。
端
か
ら
集
ま
る
中
心
地
ま

で
は
１
時
間
半
か
か
る
た
め
、
大
変
。 

・
高
教
組
と
も
今
後
連
携
し
て
い
き
た
い
（
今

後
顔
合
わ
せ
の
予
定
あ
り
。 

石
狩
・
札
幌 

・
女
性
部
単
独
で
の
活
動
は
難
し
い
が
、
そ
の

他
の
集
会
や
学
習
会
で
組
合
員
同
士
顔
を

合
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
、
安
心
。 

・
学
ぶ
機
会
の
大
切
さ
を
感
じ
る
。
全
道
女
性

教
職
員
は
毎
年
札
幌
市
で
開
催
さ
れ
る
の

で
、
積
極
的
に
参
加
で
き
る
と
よ
い
。 

上
川 

・
組
合
員
自
体
が
少
な
く
、
構
成
に
偏
り
が
あ

る
た
め
（
女
性
教
職
員
は
子
育
て
真
っ
最
中

の
マ
マ
先
生
が
多
い
）、
な
か
な
か
み
ん
な

で
集
ま
り
に
く
い
。 

・
女
性
部
単
独
で
は
な
く
、
全
体
で
の
学
習
会

を
行
っ
て
い
る
。
親
子
で
で
き
る
餃
子
作
り

な
ど
楽
し
い
活
動
で
元
気
に
な
れ
て
い
る
。 

渡
島 

・
女
性
部
単
独
で
は
な
か
な
か
集
ま
る
こ
と

は
厳
し
い
が
、「
歓
迎
と
連
帯
の
集
い
」
を

支
部
で
開
催
し
、
交
流
が
で
き
た
。
ア
ッ
ト

ホ
ー
ム
な
雰
囲
気
で
悩
み
を
交
流
す
る
こ

と
も
で
き
た
。 

・
檜
山
か
ら
の
異
動
が
多
い
。
そ
こ
か
ら
の
つ

な
が
り
も
で
き
て
き
て
い
る
。 

檜
山 

・
な
か
な
か
集
ま
る
の
は
大
変
だ
が
、
９
月
に

行
わ
れ
る
檜
山
女
性
教
職
員
交
流
会
は
大

事
に
し
て
い
る
。
今
年
は
草
木
染
体
験
・
車

椅
子
工
房
の
見
学
・
お
食
事
会
を
開
催
し

た
。
こ
れ
か
ら
も
充
実
さ
せ
て
い
き
た
い
。 

・
女
性
部
単
独
で
は
な
い
が
、
春
の
教
職
員
の

集
い
に
も
参
加
し
合
い
つ
な
が
っ
て
い
る
。

渡
島
に
転
出
し
た
方
も
参
加
し
て
い
た
。 

この他にもこんなことが話題になりました 

・支援員や臨時教職員の休暇や給与、勤務について 

・土曜授業、部活、修学旅行の負担について 

・チャレンジテスト実施の有無による加配はがしについて 

・再任用や臨時雇用者の増加について 

・人手不足による個人の負担について 

・組合費の集め方について 

・集まるメンバー少なく、固定化していることについて 等 


